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特集 :ニカメ イ チュ ウ (2 ) 

性フェロモントラップの利用によるニカメイガの発生予察

農林水産省農蚕園芸局植物防疫課

性 フ ェ ロ モ ン の作物保護への利用 は， 昭和 46 年の コ カ

ク モ ン ハ マ キ の性 フ ェ ロ モ ン構造決定か ら 始 ま った と さ

れ る 。 そ の後発生予察や大量誘殺， 交信かく乱に よ る 害
虫防除場面での利用 の研究が精力 的 に 推進 さ れて き た 。

性 フ ェ ロ モ ン を発生予察事業で利用す る た め に 具体的

な組織的取組みが実施 さ れた の は野菜病害虫発生予察実

験事業 に お い て であ り ， 昭和 55 年 に 本事業化 さ れた野菜

病害虫発生予察事業の調査実施基準 に ハ ス モ ン ヨ ト ウ ，

コ ナ ガ及びネ ギ コ ガ の 3 種の害虫 つ い て性 フ ェ ロ モ ン ト

ラ ッ プ に よ る 成虫発生消長調査方法 が採用 さ れ た 。 ま

た ， ナ シ ヒ メ シ ン ク イ ， モ モ シ ン ク イ ガ， リ ン ゴ コ カ ク

モ ンハ マ キ ， リ ン ゴ モ ン ハ マ キ ， コ ス カ シノ{， チ ャノ コ

カ ク モ ンハ マ キ 及びチ ャハ マ キ の 7 種の害虫 に つ い て も

成虫発生消長調査方法が確立 し た こ と か ら ， 昭和 56 年の

農作物有害動植物発生予察事業実施要領の第 12 次改正

に お い て ， こ れ ら 害虫 の 従来の予察灯 に よ る 調査 に 加

え， 性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プに よ る 調査 を調査基準の各論

に追加す る と と も に ， 総論 に お い て も 予察灯， 水盤， 空
虫ネ ッ ト 等 と と も に定点 に お け る 害虫密度調査法 と し て

採択 し ， 性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を利用 し た 発生予察への

積極的な取組み に つ い て方向性 を 示 し た 。

ニ カ メ イ ガ に つ い て は， 昭和 62 年度か ら 平成 3 年度 ま

で岩手県， 秋田 県， 埼玉県， 長野県， 新潟県， 岐阜県，

島根県お よ び岡山県の 8 県 に お い て ， r ニ カ メ イ チ ュ ウ の

発生予察方法 の改善 に 関 す る 特殊調査」 事業 を 実施し

た 。
本事業の 目 的 は， 性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プに よ る ニ カ メ

イ ガの発生予察方法 を確立す る こ と で， 具体的に は

① 予察灯 に替 え て性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの誘殺数か

ら ニ カ メ イ ガの発生消長 を 予測 で き る か

② 誘殺数か ら ニ カ メ イ ガ幼虫 に よ る 被害茎の発生程

度 を 予測で き る か

③ こ れ ら に よ って 防除要否の判定が可能か

の 3 点 に重点がおかれた。

こ の事業の結果 は現在当課で取 り ま と め 中 で あ り ， ま

た そ れぞれの担当者 に よ り 発表 さ れて いく こ と を望んで

い る が， ニ カ メ イ ガの発生予察 に お い て 性 フ ェ ロ モ ン ト

ラ ッ プに よ る 調査 は き わ め て 実用 的 であ る こ と が確認 さ

れた。

事業で は こ の成果 を広く普及 さ せ る た め ， r性 フ ェ ロ モ

ン ト ラ ッ プの利用 に よ る ニ カ メ イ ガ の 発生予察方法」 の

具体的な マ ニ ュ アル を作成 し た 。 従来， 性 フ ェ ロ モ ン ト

ラ ッ プに よ る 調査 を新た に行お う と し た 際の最大 の 問題

点であった， 過去の予察灯の デー タ と 新た な性 フ ェ ロ モ

ン ト ラ ッ プの デー タ と の比較 と い う 点 に， 最大限の配慮、

がな さ れ大変実用的な も の と なって い る 。

都道 府県 の 発生予察事業 に お い て は も ち ろ ん で あ る

が， 今後発生予察事業が進 むべ き 一つ の方向 であ る 地域

的な発生予察 に お け る 現地での調査一農業者や農業団体

職員等必ず し も 病害虫の専門家 で は な い者が行 う 調査
に お い て も こ の マ ニ ュ アルが活用 さ れ， よ り 効率的でか

つ高精度 な発生予察 と そ れ に基づく適切な防 除活動が推

進 さ れ る よ う 願って や ま な い。

最後 に こ の事業 を精力 的 に 推進 さ れた事業実施 8 県 の

担当者の労 を 多 と す る と と も に ， ご指導 い た だ い た 農業

研究 セ ン タ ー病害虫防除部の平井一男室長， 東京大学農
学部の回付貞洋教授を は じ め と す る 関係者の方々 に感謝

す る o

ま た ， 信越化学工業株式会社 に は当該事業で使用 し た

ニ カ メ イ ガ の性 フ ェ ロ モ ン製剤を提供 し て い た だ い た 。

誌面 を借 り て厚くお礼申 し 上 げ る 。

The Forecasting of Asiatic rice borer Using a Sex Pheromone Trap. By Plant Protection Division. Agricultural Production 
Bureau. MAFF. 
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合成性 フ ェ ロ モ ン剤 を 用 い た トラッ プに よ っ て ， 成虫

の発生時期や被害発生程度 を予測す る 。

(1) 使用するフェロモン源と有効期間

Z-l 1 -H DAL : Z-13-0 DAL : Z-9-H DAL = 48 

: 6 : 5 の混 合物 0 . 6 mg と 安定剤 を含有 し た ， 市

販の ゴム セ プタ ム を使用 す る 。 ゴム セ プタ ム は原

則 と し て 1 か月 間隔で更新す る 。

( 2 ) トラップの形式

湿式 と 乾式があ り ， 乾式 に は粘着式 と フ ァネ ル

式があ る 。 いずれ も 利用 で き る が， 誘殺効率が幾

分異な る の で， 調査 目 的 に よ っ て は特定の ト ラ ッ

プを使用 す る こ と が必要であ る 。

① 湿式 箱型 ( 四園長試米びつ型) ， 

バケツ 型 (10 1程度の フ タ

付 き ポ リ バケツ改造) ， 武田

型 な どが利用 し や す い。

② 乾式 (粘着式)
③ 乾式 ( フ ァネ ル式)

屋根型， 円筒型な どがあ る 。

英 BCS 社製。 殺虫 プ レ ー

ト (DDVP) を 1 片 (2 . 5 X

3 . 2 cm 程度) 入れ る 。 殺虫

剤 は 少な く と も 2 か月 聞 は

有効で あ る 。

(3 ) トラップ設置上の注意点

① 一般的な注意点

・ ト ラ ッ プ の 高 さ は 性 フ ェ ロ モ ン 源 が回商か ら

50cm の高 さ に な る よ う に す る 。 越冬世代， 第 1 世

代 と も 同 じ高 さ で よ い。

-設置場所 は ， 街灯 な ど の 夜間照明 の 影響が な く

(少 な く と も 光源か ら 30 m 以上離す) ， 水田 に固

ま れた場所の畦畔 ま た は水田内 の畦畔際に設置す

る こ と が望 ま し い。

-複数の ト ラ ッ プを設置す る 場合， ト ラ ッ プ聞の距

離は 少な く と も 200 m 以上 と す る 。
・ 大規模の マ コ モ 群落があ る 地域 で は マ コ モ か ら

500 m 以上離す。

② ト ラ ッ プの型式 ご と の注意点
a 湿式 トラ ッ プ

・ 界面活性剤 (展着剤や洗剤等) を必ず添加す

る 。 逆性石鹸液 を 用 い る と 水盤中の水の腐敗を

防止す る の で誘殺虫 を数 え や す い。

・ 水盤の水量が減少す る と 誘殺が不安定 に な る の

で， 性 フ ェ ロ モ ン源 と 水面 と の間隔 は 10 cm 以

内 に保つ。

b 乾式 トラッ プ (粘着式)

・ 粘着面積の大 き さ を十分 に 確保す る 。 粘着紙の

交換 は原則 と し て 1 か月 間隔 と す る が， 誘殺量

が多 い場合は早 め に 交換す る 。

・ 一度 に 2 00 頭以上付着す る と 誘殺効率が低下す

る の で， 誘殺数が多 い場 合は湿式 ま た は フ ァネ

ル式 を 用 い る と よ い。

・ 誘引虫がア マ ガエ ル に 捕食 さ れや す い の で， カ
エ ルの捕食 を回避す る よ う 工夫 を す る 。

c 乾式 トラッ プ ( フ ァネ ル式)

・ 誘引虫がア マ ガエ ル に 捕食 さ れやす い の で， カ

エ ルの捕食 を回避す る よ う 工夫 を す る 。

( 4 ) 性フェロモンの有効範囲と誘殺範囲

-性フ ェ ロ モ ン の 有効範囲 は お お む ね 40 m 以 内

と 推定 さ れ る 。
・ 誘殺範囲 は越冬世代成虫 は 100�400 m， 第 l 世

代成虫 は 50�100 m と 考 え ら れ る 。

(5 ) 性フェロモントラップに混入する昆虫

-混入す る 蛾類の う ち ， ニ カ メ イ ガ に 類似す る 種

類 は イ ツ ト ガ及びそ の他の ツ ト ガ類， ク ロ ミ ャ

ク ホ ソ パ な ど が あ げ ら れ る が， 誘殺数 は 少 な

く ， 偶発的に混入す る 可能性が高 い こ と か ら ，
特 に 問題 に な る と は考 え ら れな い。

・ ほ か に ， 双麹 目 ， 膜麹目 な ど の 昆虫が混入す る

こ と も あ る 。

(6) 予察の目的と調査方法

① 予察灯に 替 え て 発蛾消長 と 発生量 を知 る こ と を

目 的 と す る 場合

・ 調査時期 は 4 月 �9 月 ま で と し ， 原則 と し て毎
日 誘殺数 を数 え る 。

・ 予察灯 と 比べ て 多 く 誘殺 さ れ る 傾向に あ り ， 越
冬世代で そ の傾向が特 に 著 し い。 予察灯 に よ る

誘殺数 と の 関係 は世代や調査場所に よ っ て 異な
る が， 越冬世代で は一般に性フ ェ ロ モ ン トラ ッ

プが予察灯の 3�5 倍程度誘殺 さ れ る 。 第 l 世代
で は 越冬世代 よ り そ の 差 は小 さ い 傾向 を 示 す

が， 予察灯の 2�4 倍程度 の場合が 多 い 。 し か
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し， 多発地帯では 第 1 世代成虫の誘殺数が予察

灯 よ り 少な く な る 傾向があ る 。

・ 予察灯に比べ初誘殺 日 がやや早 く ， 初期の誘殺

数がやや多 い傾向を示す が， 誘殺消長， 誘殺最

盛 日 は ほ ぼ同様 と 考 え て よ い。

・ 誘殺消長 と 防除適期 の 関係 は予察灯の場合 と 同

様 に 考 え て よ い。

・ 誘殺数の予察灯 と の関係 は， 地域の違いや， 予

察灯や フ ェ ロ モ ン トラ ッ プの設置条件で異 な る

の で， 予察灯デー タ と の連続性や整合性 に つ い

て は注意 を要す る 。

② 被害発生程度 を推定し， 防除要否の検討 を 目 的

と す る 場 合
a 数百~千 ha 程度の水聞 を対象 と す る 場 合

ア 必要 な トラッ プ数

-設置す る トラ ッ プの数は対象地域の地形な ど

に よ っ て異 な る が， 越冬世代では 10 基程度 を

標準 と す る 。

-山間 ・ 山沿地域な ど の よ う に地形が複雑で，

トラッ プ ご と の環境が異な る 地域では こ れ よ

り 多 く 必要であ り ， 風通しの よ い平坦地な ど

では数基で も よ い。

・ トラッ プ聞 の 間 隔 は 少 な く と も 200m 以上 と

す る 。

イ トラッ プの配置

・ 基本的に は 任意系統抽出 で設置場所 を選定す

る が， 地形， 周辺の夜間照明な ど に配慮して
決定す る 。

ウ 調査項目 ， 調査間隔
・ 誘殺数 を一般的 に は 5�7 日 ご と に 数え る 。

エ 被害発生程度 の推定

・ 越冬世代成虫の誘殺数か ら 第 1 世代幼虫 に よ

る 被害茎発生程度 を推定す る 場合の予測精度

は高1， '0 

・ 一般的な 防除時期 は各世代 の誘殺が終息す る

前であ る が， 発蛾最盛 日 頃 ま での誘殺数か ら

被害茎発生程度 を 推 定 す る こ と が可能 で あ
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・ 第 1 世代成虫誘殺数か ら 第 2 世代幼虫 に よ る

被害茎発生程度の 予測精度 は 高 く な い。

オ 注意点

・ 誘殺数 と 被害茎発生程度 と の 関係 は 地域 に

よ っ て 異 な る の で， 両者の 関係 を地域 ご と に
確認す る 必要が あ る 。

b 数十 ha 程度 を対象 と す る 場 合

ア 必要な トラッ プ数

-設置す る トラ ッ プの数は， 調査対象地域が小

さ い場 合で も 複数必要で あ り ， 防除要否検討

の た め に は 3�5 基程度の設置が望 ま しい。
イ トラ ッ プの配置

・ 誘殺範囲が広 い (越冬世代で は 100�400m)
の で， 調査区域の周辺環境 に は注意が必要で

あ る 。 特 に 地形， 街灯 な ど に は注意して配置

す る 。

ウ 調査項 目 ， 調査間隔

・ 誘殺数 を一般的 に は 5�7 日 ご と に 数 え る 。
エ 被害発生程度の推定

・ 越冬世代成虫の誘殺数か ら 第 1 世代幼虫 に よ

る 被害茎発生程度 を推定す る 場合の予測精度

は高い。

・ 一般的な 防除時期 は各世代の誘殺が終息す る

前であ る が， 発蛾最盛田頃 ま での誘殺数か ら

被害茎発生程度 を 推 定 す る こ と が可能 で あ

る 。

オ 注意点

・ 誘殺数 と 被害茎発生程度 と の 関係 は 地域 に

よ っ て 異 な る の で， 両者の 関係 を地域 ご と に
確認す る 必要があ る 。

c 圃場 ご と の被害発生程度 の推定

• 1 基の トラ ッ プが成虫 を誘引 す る 範囲 は 少 な

く と も 100�200 m 以上 と 考 え ら れ る の で，

圃場 ご と の被害発生程度の推定 に は利用しに

く い。


